




現在、ひきこもっている方でも、適切な支援を受けることができれば、社会への適応や

自立につながる可能性が広がることでしょう。

しかし三重県には、ひきこもり者・家族が活用できる社会資源や、支援に関わる機関・

団体が少ないと言われています。今後は社会資源の充実が望まれますが、それに加えて、

「教育」「就労」「（児童）福祉」「精神保健福祉」などのそれぞれの分野の機関による

「連携」が重要と考えています。

こころの健康センターでは昨年度、県内の支援機関を掲載した「ひきこもり支援ガイド

マップ」を作成しました。「連携」の一助となればと思います。社会資源の充実や支援機関

の範囲が広がるよう、取り組みたいと思いますので、皆さまのご協力をよろしくお願いし

ます。

また、「ひきこもり」については、今後のメールマガジンでも連載して皆さまに情報を

お伝えしていきたいと思っています。

☆ ひきこもり支援ネットワークの構築

支援機関によるネットワーク化を図ります

☆ ひきこもりに関する情報収集、ホームページなどによる情報発信

さまざまな情報を収集して皆さまに提供します

☆ ひきこもり支援者への人材育成研修

支援者のスキルアップ研修会のほか、県民向け講演会を開催します

☆ ひきこもり状態にある本人・家族のための家族教室の開催

家族のための「家族教室」や「家族のつどい」を開催します

☆ ひきこもり専門相談の実施

本人や家族等への個別相談（電話・来所）を実施します

ひきこもり専門電話相談 電話 ０５９－２５３－７８２６

＊ 毎週水曜日 13:00～16:00（祝日・年末年始を除く）

＊ 電話にて相談に応じます。必要に応じて面接相談や、関係機関をご紹介

いたします。

３ 支援者の皆さまへのお願い



「災害とこころのケア」その８ 「災害時こころのケア活動担当者会議報告」

平成２３年３月に発生した東日本大震災では、「災害時のこころのケア」の重要性が強調され、

ケア活動が活発に行われました。

災害時のこころのケアのあり方、特に初期対応では、被災者が安心感を得られるよう、衣食住

や当面の生活支援、具体的に問題解決できる情報の伝達等の幅広い対応が求められ、「被災者

への保健活動を、こころのケアの視点を持って行うことが大切である」と言われています。

昨年度までは、関係者を対象にこころのケア活動に関する研修会を開催していましたが、今年

度は、地域での具体的な活動につながることを目途とし、行政を対象とした会議（勉強会）を開催

しました。

当センターでは、東日本大震災の経験をふまえ、平成２４年度に市町、保健所、県庁担当課、

当センター職員からなるワーキンググループを設置して、平成２５年３月に「災害時こころのケア

活動マニュアル【暫定版】」を作成・発行しました。今年度秋頃に【完成版】を発行する予定です。

このマニュアルは、市町、保健所、県庁、当センターのそれぞれの役割を明記し、被災時に活

用してもらうことを目指しました。

「災害時こころのケア活動担当者会議」を開催

市町、保健所、県庁の職員を対象として、「災害時こころのケア活動マニュアル【暫定版】」をも

とに、説明および意見交換の会議を下記のとおり開催しました。

今回、市町と保健所が一堂に会し、こころのケア活動について共通認識を図るとともに、支援体

制について話し合うことで、地域での具体的な取り組みにつながる機会と考えました。

連載コラム

◇日 時 ： 平成２５年５月１６日（木） １３：３０～１６：００

◇場 所 ： 三重県津庁舎大会議室

◇出席者： 計４０名（２１市町から２３名、９保健所から１１名、健康づくり課１名、当

センターから５名）

◇内容 ： 「災害時こころのケア活動マニュアル【暫定版】に沿って説明

グループワーク

災害時こころのケア活動マニュアル【暫定版】



今後、各所属や地域で勉強会等の機会が設けられ、「こころのケアの大切さ」について知っても

らえる輪が広がることを願っています。

☆「こころのケア」の大切さがわか

った。

★いろいろな職種や上司にもわ

かってもらいたい。

☆持ち帰って職場で勉強会を開

催したい。

☆地域単位の６つのグループに

分かれて・・・

★それぞれの現状について情報

交換を行いながら、活発な意見

交換がされていました。

会議の様子







◆編集後記◆

今号は特集記事として、「ひきこもり地域支援センター」について取り上げました。業務内容とし

ては、今までと大きな変化はないのですが、センター化したことにより、今まで以上に支援機関同

士の連携を密にし、支援を求めている方へ支援がスムーズに提供できるようにしていきたいと思

っています。

今年度も当センターで取り組んでいる様々な事業について、このメールマガジンでお知らせする

予定ですので、よろしくお願いします。

編集担当


